
第26回戦争遺跡保存全国シンポジウム

横須賀おりば3大会

戦争遺跡の保存こiFnlへの思いを1也域に根差して継小活動に展 lllしよう
～ベリー来航の地、近代‖本lll発点となった横須FTから～

昨年′)広島大会に続く第26回戦争遺跡保存全国シンポジウム大会を神奈川県横須賀市で開催します.

横須賀には、幕末に近イヽ化の哨矢となるlJt須賀製鉄所が明治になると横須賀造船所となり、日本は近代 l■ 会′ヽ歩
み始めました。やがて横須賀鎮守府が設置さ,■ るとその直幅造船所、さらに槙須賀海軍工廠となって海軍の重要拠点

となりました。一方、陸軍が首都東京を防衛

“

ための東京湾要塞の建設をll.めると、沿|ギ 部には多くの要基が築かれ
ました。

横須賀市の北部に位置する追浜では、明治末に海軍が水上機練習FFとして海岸を接収、大正初年に初の水 卜機飛

行を成功させると1"6年に横須賀海軍航空隊開設、19321■ こは海軍航空廠 1939年海軍lllL空技術廠に改称 改組 )

が設置されました.1926年 には理立に員り追浜飛イJ場 (約 15万坪)が完成して、海軍航空発祥の1也 、海軍航空υ)ま t,と

なりました。なお「
「

科練 (海軍Лξ行予科練習生)Jの始まりも追浜でした(1930年 ),

戦後、連合国軍に接収されていた海軍航空隊や海T航空技術廠の用地は、1950年旧軍港市転換法により■として
工業用地となり、現在日産自動車、住友重機等の企業が活動していま九 追浜のT施設は、産業施設や公共施設に転

換される中で元の姿を留める1,のは少なくなり、市街地の中にあったと言われるJ也下壇も、その後の宅地開発等で失わ

オtlいきました
`貝 山緑lLに残る地下壕は 横須賀市内でも唯一市有地に存在する地 ド壕として.I可を得て見学する

ことができましたが、2011年 3月 東日本大震災以降安全性への懸念から立ち入りが禁Jヒされました.しかし、追浜地域の

lj民から、重要な歴史遣産として安全を確ltした上での公開を求める声が 卜がり、横須賀市に るヽ整備工事を経て
2021年より見学可能となりましたてまた東京湾第二海堡のコンクリート構造物の保存が卜難となつた際に1)、 追浜地域か

ら声が上がり、現在の良島都「 緑地に移設されて、地元¬体が中心となっ0果存 公開されていま
―
,1

しかし、こうした活動には多くの課題がありま」■追浜では、戦争遺●llが、地域住民の生活圏から離れた場所にあるた

め、広く認 IIEさ オ
「

Cいるとは言えません。また活動を1■う1書は高齢化しており なかなか世代交代が進みません。そこで、

自然環境、歴史遺産、地域の産業などきまざまな地域資源を活かした「地域まるごと博物館Jの活動にlttい 、日常の生

活圏に戦争遺 Hllがあって戦争と平和につして考える機会がある、という姿を展開する中で次 ll代への率L承を実現した

いと考えていま九次世代への継承は、多くの地域で課題になっており、本大会でも各地の取り組みに学びながら、ビ参

力Jの皆様とと1ぅ により良い方法を模索したいと思いまり■
ロシアのウクライナ侵攻に見るように世界ではlll火 が1によらす 国内で■国家安全保障戦 l.‐ の転換が図られるな

`ビ
+

和について改めて深く考える事業が続いていよ九 海軍wlt空 技術廠で開発された特攻機「桜花Jに携わつた三木忠直
は、戦後、今度こそ戦争のためではなく平和のために技術をltいたいと、新幹線等の安全性の追求に貢献したと伝えら

オします

戦争の記憶の継承が ヒトからモノヘと移行しつつある中で、戦争遺跡
“

)保存とl・承の重要性が増しCいま丸 第26

回戦争遺pll保存今ロシンポジウム横須賀おっばま大会では、「新たな戦争遺跡はつくらないJことを念頭におきなが

ら、戦争遺跡の保存の現状や当而する課題を明ら力ヽ こしつつ、1日 乃1こ交流を深め、・.l査、研究、公開、継承の活動を

発Frさせることができる.員う、皆様のご参カロを願っていまりL

主催 戦争遺跡保存全国ネットワーク

第26回戦争遺跡保存ネットワーク全国シンポジウム横須賀おつぱま大会実行委員会
後援 横須賀市 横須賀市教育委員会 神奈川新聞社 タウンニュース社

一般社団法人横須賀市観光協会 貝山地下壕保存する会 追浜観光協会
おっばまはっけん倶楽部 追浜連合町内会



大会日程

9月 16日 (土)全体会・講演会☆追浜コミュニティセンターJヒ1自哨ホール
受付 12:00  全体会 13:00
開会力,い きつ

記念講演 テーマ「地t・t遺産のよるごとiLtt H・ 民が十体のエコミュージ

アコ、に にるヨコ展開の収りT■みJ人 原―興 (横浜 J立 大学教授 )

基調報告 戦争遺跡保存全国ネッ トワーク運営委員会
J也域報告 元債須賀市教育委員会 野内秀明

NPO法 人アクションおっばま滸理市長 青木 猛

※本イは全体会終了後、交it会を「THイをします。

9月 17日 (口 )分科会☆iJ浜コミュニティセンター各施設
分科会 9100～ 1500
(1)第  分科会  保存運動′,現状 と課題J(4階 集会‐

「 )

② 第_分科会 「調査の方法と保存整備′)技術J(2階 第1学習事)

0 第=分科会 「平和専物館と次世ll´ のヽ判1711J(2出 十 第2学習室)

● 書籍交換会 1000～ 1100(lluL音 楽室)

開会集会 1500～ 1600(瑞集会室)

9月 18日 (月)現地見学会

O 第
~海

堡遣1占 ～貝山地「壕～貝 緑lt

● 浦賀ドック～Tイ ケヽ崎llL台跡
0 三浦1■ 島に残る本十の決戦の11動、

※ブレツアー 9月 16日
`「
前中 野島と掩体壕

´
゛

声
〓

醐榛|

※当 の一般参カロも可能ですが、なるべく事前のお中し込みをお願いします
中し込みについてのお問合せ先 016S228256( 社)棋須賀市観光協会

会場へのアクセス

交通機関 京浜急行電鉄 京急追浜駅から徒歩10分

追浜駅 l‐ 市 快速は金沢人景駅乗り換え、

特急と各訳は停車
X・ ●場li■ |■ せ|■ で二 て(D人り ltビ■1■くださtヽ

申込開始 6月 10日 (土 )0:00

申込期限 8月 15日 (火)2359
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参加申込

本大会は中し込み方法が変更になりました。中し込み川紙のメーノン添付やrAXでの中し込
みはなく、原員」としてWEBI11し込みです 詳しくは ド1記ホームベージにてこ確認ください。

おっぱま大会実行委員会事務局連絡先

NPO法人アクションおつぱま

属ヨ言舌 046-866-2790

〒23フ 0064神奈川県横須賀市追浜町213
HP htp//www actOn―oppam org/
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